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【 投薬 】 

 

２２４ アコチアミド塩酸塩水和物錠の算定について 

 

《令和６年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

次の傷病名が併存する場合の機能性ディスペプシアに対するアコチアミド

塩酸塩水和物錠（アコファイド錠）の算定は、原則として認められない。 

⑴ 胃・十二指腸潰瘍 

⑵ 胃癌 

⑶ 胃癌術後（全摘） 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

アコチアミド塩酸塩水和物錠（アコファイド錠）の添付文書の効能・効果は

「機能性ディスペプシアにおける食後膨満感、上腹部膨満感、早期満腹感」で

あり、「効能・効果に関連する使用上の注意」に「上部消化管内視鏡検査等に

より、胃癌等の悪性疾患を含む器質的疾患を除外すること。」と記載されてい

る。 

胃・十二指腸潰瘍、胃癌はいずれも器質的疾患と考える。また、胃全摘術後

は胃の全欠損や手術に起因する症状を示すが、機能性ディスペプシアとは病

因・病態が異なることから、本剤の投与は不適切と考える。 

以上のことから、胃・十二指腸潰瘍、胃癌、胃癌術後（全摘）が併存する場

合の機能性ディスペプシアに対する当該医薬品の算定は、原則として認めら

れないと判断した。 
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